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　はじめに

宇治群島は南さつま市笠沙町野間岬の南西約
70 km（31°11ʹN, 129°27ʹE付近），甑列島の南方，
草垣群島の北方に位置する無人島のみからなる群
島である．群島を形成する主な島は宇治島（家島
とも称される）と宇治向島（向島とも称される）
であり，それらの周辺に小岩が散在する．かつて
は近海において捕鯨が試みられ（不和・花田，
2011），さらに宇治島においてはウシの放牧がお
こなわれたこともあったが（桑水流ほか，2003, 

2004），現在はいずれの島も無人島となっており，
近海において小規模な漁業，遊漁船による釣りが
わずかにおこなわれるのみである．行政区画は南
さつま市笠沙町片浦に属し，かつては大隅諸島の
薩摩硫黄島，竹島，および黒島とともに「口五島」
と称されたこともある（波多江，1955）．
宇治群島における自然調査は鹿児島大学や鹿

児島県立博物館の主導のもとにおこなわれ，これ
まで地質（波多江，1955；桑水流，2003, 2004），
植物（廣森，2003），昆虫類（中峯，2004），貝類
（行田，2002, 2003），鳥類（小倉・中間，2004）
などに関して報告がおこなわれている．哺乳類に
関しては上述の通りかつてウシの放牧がおこなわ
れ，それらは全て死滅したとされる一方で（桑水

流ほか，2003, 2004），人為的に持ち込まれたと思
われるカイウサギの野生化が確認されている（廣
森，2003）．また，陸貝類に関しては宇治群島固
有の種が多数報告されている（行田，2003）．
宇治群島近海における魚類相調査は従来ほと

んどおこなわれておらず，山下ほか（2012）が同
群島産の軟骨魚類を報告したものや，畑ほか
（2015）が宇治島から得られたモヨウモンガラド
オシ Myrichthys maculosus Cuvier, 1816を報告した
ものなどがあるに過ぎなかった．しかし，
Motomura et al. (2016)によって包括的な魚類相調
査がなされ，70科 153種が報告された．その後，
宇治群島近海からはシキシマハナダイ Callanthias 

japonicus Franz, 1910（畑ほか，2015）とキビレカ
ワ ハ ギ Thamnaconus modestoides (Barnard, 1927)

（畑・本村，2017）の 2種が標本に基づき報告さ
れており，現在宇治群島近海からは計 155種が記
録されている．さらなる魚類相調査の進展により，
これまで宇治群島から記録のなかったアカムツ
Doederleinia berycoides (Hilgendolf, 1879)，ナガオ
オメハタ Malakichthys elegans Matsubara and Yama-

guti, 1943，およびゴイシウマヅラハギ Thamna-

conus tessellatus (Günther, 1880)の 3種が得られた
ため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は，アカムツとナガオオメハ
タの 2種については Yamanoue and Yoseda (2001)

に，ゴイシウマヅラハギについては Matsuura 

(1980)を改変したMatsuura and Chiba (2013)にし
たがった．標準体長は体長と表記し，体各部の計
測はデジタルノギスを用いて 0.1 mmまでおこ
なった．上記 3種の生鮮時の体色の記載は，固定

宇治群島から得られた魚類 3 種の記録
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前に撮影された宇治群島産の標本（記載標本の項
を参照）のカラー写真に基づく．標本の作製，登
録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠
した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研
究博物館に保管されており，上記の生鮮時の写真
は同館のデータベースに登録されている．本報告
中で用いられている研究機関略号は以下の通り：
KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）；USNM（ス
ミソニアン自然史博物館）．

　結果と考察

Doederleinia berycoides (Hilgendolf, 1879)

アカムツ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 97799，体長 240.5 mm，尾叉
長 304.9 mm，全長 314.8 mm，鹿児島県宇治群島
宇治島南方（31°09′44″N, 129°17′″E），2017 年 2

月 2日，釣り，川間公達，鹿児島市中央卸売市場
魚類市場にて購入．

記載　背鰭条数 IX, 10；臀鰭条数 III, 7；胸鰭
軟条数 16；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 47；側
線上方横列鱗数 5；側線下方横列鱗数 14；鰓耙数
6 + 1 + 18 = 25．
体各部測定値の体長に対する割合（%）：頭長

38.1；体高 36.2；体幅 21.1；吻長 8.7；眼窩径
12.8；眼隔域幅 7.2；上顎長 17.7；尾柄長 23.2；

尾柄高 13.0；背鰭前長 40.8；吻端から背鰭基底後
端までの距離 46.9；臀鰭前長 72.5；吻端から臀鰭
基底後端までの距離 85.4；胸鰭前長 35.9；腹鰭前
長 39.5；胸鰭長 32.9；腹鰭長 20.3；背鰭基底長
45.5；臀鰭基底長 15.6；眼後長 17.1；頭高 34.7；
下顎長 22.0；吻端から肛門先端までの距離 69.0；
腹鰭棘長 11.9；背鰭最長軟条（第 4軟条）長
14.1；臀鰭最長軟条（第 1軟条）長 14.6；背鰭第
1 棘長 4.6；背鰭第 2 棘長 8.6；背鰭第 3 棘長
12.6；背鰭第 4棘長 14.4；臀鰭第 1棘長 2.4；臀
鰭第 2棘長 8.1.

体は前後方向に長い楕円形で側扁し，体高は
背鰭棘部基底中央で最大．体背縁は吻端から背鰭
棘部基底中央にかけて緩やかに上昇し，そこから
尾鰭基底上端にかけて緩やかに下降する．体腹縁
は下顎先端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降
し，そこから尾鰭基底下端にかけて極めて緩やか
に上昇する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりもわず
かに前方，胸鰭基底下端は背鰭起部よりもわずか
に前方にそれぞれ位置する．胸鰭上縁と下縁は直
線状．胸鰭後縁は丸く，後端は背鰭第 1軟条起部
直下にわずかに達しない．背鰭起部は腹鰭基底後
端よりもわずかに後方に位置する．背鰭各棘間の
鰭膜はわずかに切れ込む．背鰭背縁は起部から第
4棘後端にかけて上昇し，そこから第 8棘起後端
にかけて下降する．背鰭背縁は第 8棘後端から第

Fig. 1. Fresh specimen of Doederleinia berycoides. KAUM–I. 97799, 240.5 mm standard length, Uji Islands, Kagoshima Prefecture, southern 
Japan.
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1軟条後端にかけて緩やかに上昇し，そこから緩
やかに下降する．腹鰭起部は胸鰭基底下端よりも
わずかに後方に位置する．たたんだ腹鰭の後端は
背鰭第 6棘起部よりも後方に達するが，肛門には
達しない．腹鰭後縁は丸みを帯びる．臀鰭起部は
背鰭第 2軟条起部よりもわずかに後方，臀鰭基底
後端は背鰭基底後端直下にそれぞれ位置する．臀
鰭腹縁は起部から第 1軟条後端にかけて下降し，
そこから緩やかに上昇する．尾鰭はわずかに湾入
する．肛門は正円形を呈し，臀鰭起部前方に位置
する．眼と瞳孔はともに正円形．鼻孔は 2対で前
鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，吻端に位置する．
前鼻孔は正円形を呈し，後鼻孔は背腹方向に長い
楕円形．後鼻孔は前鼻孔と比較して著しく大きい．
両鼻孔に皮弁はない．口は端位で大きく，上顎後
端は瞳孔中心よりもわずかに後方に達する．主鰓
蓋骨上部に 2本の棘がある．鰓耙は細長い．鰓弁
は細長いフィラメント状．体は剥がれにくい櫛鱗
に被われる．吻部と下顎，および両唇は被鱗しな
い．背鰭前方鱗被鱗域の先端は両眼の先端を結ん
だ線にわずかに達しない．上顎には円錐歯が数列
に並び，先端付近には牙状歯が数本ある．鋤骨と
口蓋骨には円錐歯が密生する．下顎には円錐歯が
1列に並ぶ．側線は完全で，鰓蓋上方から始まり，
体背縁と平行に尾鰭基底にかけてはいる．

色彩　生鮮時の色彩―体背面から体側は赤色
を呈し，体腹面は一様に銀白色．背鰭と胸鰭は一
様に赤色．腹鰭は赤色を呈し，外縁は白色．臀鰭
は一様に赤みがかった白色．尾鰭は赤色を呈し，
後縁は黒色．尾鰭下葉後端は白色．虹彩は白色を
呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　日本から台湾にかけての北西太平洋と，
フィリピン，インドネシア，およびオーストラリ
ア北西岸から記録されている（Yamanoue and 

Matsuura, 2007；波戸岡，2013; Okamoto, 2017）．
日本国内においては北海道から九州南岸にかけて
の日本海・東シナ海沿岸，青森県から九州南岸に
かけての太平洋沿岸，宇治群島，種子島，東シナ
海，および大東諸島近海に広く分布する
（Kamohara, 1964；蒲生・加藤，1973；茨城の海
産動物研究会，2004, 2005; Shinohara et al., 2001, 

2005, 2011；波戸岡，2013；鏑木，2016；本研究）．
備考　宇治群島産の標本は，背鰭棘数が 9，臀

鰭棘数が 3，体表には発光器がないこと，下顎に
1列に円錐歯が並ぶこと，肛門が臀鰭起部直前に
位置することなどが，Yamanoue and Matsuura 

(2007)や波戸岡（2013）によって報告された
Doederleinia berycoidesの標徴とよく一致したた
め，本種に同定された．また，同標本の計数・計
測値は Yamanoue and Matsuura (2007)によって示
された D. berycoidesの値と概ね一致したが，背
鰭 基 底 長 が 体 長 の 45.5% と，Yamanoue and 

Matsuura (2007)によって示された値（体長の 38–

45%）よりわずかに大きい．しかし，この差は極
めて小さいため，本研究ではこの差異を種内変異
と判断した．なお，アカムツは本種 1種のみでア
カムツ属 Doederleiniaを形成する（Yamanoue and 

Matsuura, 2007）．
Doederleinia berycoides は Hilgendolf (1879) に

よって，Anthias berycoidesとして日本産標本に基
づき記載された．その後，Steindachner and Döder-

lein (1883) は Doederleinia orientalis Steindachner 

and Döderlein, 1883を東京湾から得られた個体に
基づき記載したが，本名義種は D. berycoidesの
新参異名とされている（Jordan et al., 1913; Yama-

noue and Matsuura, 2007）．また，Jordan et al. (1913)

は D. berycoidesに対して和名アカムツを提唱し
た．
アカムツは鹿児島県内において宇治群島のほ

か，鹿児島湾（今井・中原，1969；鹿児島県衛生
研究所，1988; Iwata and Kikuchi, 2006；財団法人
鹿児島市水族館公社，2008；吉田，2017），甑島
列島下甑島（財団法人鹿児島市水族館公社，
2008），および種子島（鏑木，2016）などから記
録されている．

Malakichthys elegans Matsubara and Yamaguti, 1943

ナガオオメハタ　（Fig. 2）

標本　KAUM–I. 97800，体長 212.8 mm，尾叉
長 241.2 mm，全長 257.0 mm，鹿児島県宇治群島
宇治島南方（31°09′44″N, 129°17′″E），2017 年 2
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月 2日，釣り，川間公達，鹿児島市中央卸売市場
魚類市場にて購入．

記載　背鰭条数 IX-I, 10；臀鰭条数 III, 8；胸鰭
軟条数 14；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 48；側
線上方横列鱗数 5；側線下方横列鱗数 12；鰓耙数
8 + 1 + 22 = 31．
体各部測定値の体長に対する割合（%）：頭長

37.7；体高 32.3；体幅 16.2；吻長 9.6；眼窩径
14.1；眼隔域幅 8.0；上顎長 16.3；尾柄長 20.4；
尾柄高 10.6；背鰭前長 39.3；吻端から背鰭基底後
端までの距離 81.6；臀鰭前長 71.7；吻端から臀鰭
基底後端までの距離 82.8；胸鰭前長 36.3；腹鰭前
長 39.1；胸鰭長 28.4；腹鰭長 21.4；背鰭基底長
44.9；臀鰭基底長 13.3；眼後長 14.6；頭高 31.5；
下顎長 22.6；吻端から肛門先端までの距離 66.9；
腹鰭棘長 15.1；背鰭最長軟条（第 3軟条）長
13.8；臀鰭最長軟条（第 1軟条）長 14.2；背鰭第
1棘長 6.4；背鰭第 2棘長 13.0；背鰭第 3棘長
16.1；背鰭第 4棘長 17.3；臀鰭第 1棘長 4.7；臀
鰭第 2棘長 11.8；臀鰭第 3棘長 15.1.

体は前後方向に長い楕円形で側扁し，体高は
背鰭第 3棘起部付近で最大．体背縁は吻端から背
鰭第 3棘起部にかけて緩やかに上昇し，そこから
尾鰭基底上端にかけて極めて緩やかに下降する．

体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にかけて緩やかに
下降し，そこから尾鰭基底下端にかけて極めて緩
やかに上昇する．腹鰭起部は鰓蓋後端よりもわず
かに前方，腹鰭基底後端は背鰭起部直下にそれぞ
れ位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達しな
い．腹鰭最長軟条は第 1軟条で，腹鰭棘よりも長
い．胸鰭基底上端は腹鰭起部よりもわずかに後方，
胸鰭基底下端は腹鰭基底後端よりもわずかに前方
にそれぞれ位置する．胸鰭の上縁，下縁，および
後縁はいずれも直線状．胸鰭後端はとがり，肛門
直上にわずかに達しない．背鰭起部は胸鰭基底上
端よりもわずかに後方，背鰭基底後端は臀鰭基底
後端直上にそれぞれ位置する．背鰭背縁は第 9棘
と第 10棘の間に欠刻がある．背鰭各棘間の鰭膜
はわずかに切れ込む．背鰭軟条は第 1軟条のみ不
分枝．臀鰭起部は背鰭第 4軟条起部直下に位置す
る．臀鰭棘は第 3棘が最長．臀鰭軟条は全て分枝
する．尾鰭は湾入する．肛門は正円形を呈し，臀
鰭起部前方に位置する．眼と瞳孔はともに正円形．
鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔はいずれも正円形．
両鼻孔に皮弁はなく，互いに近接し，眼の前方に
位置する．口は端位．上顎後端は瞳孔先端よりも
わずかに後方に達する．主鰓蓋骨上部に 2本の棘
がある．鰓耙は細長い．鰓弁は細長いフィラメン

Fig. 2. Fresh specimen of Malakichthys elegans. KAUM–I. 97800, 212.8 mm standard length, Uji Islands, Kagoshima Prefecture, southern 
Japan.
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ト状．体は剥がれにくい櫛鱗に被われる．両顎，
鋤骨，および口蓋骨には円錐歯が密生し，歯帯を
形成する．舌上には歯がない．側線は完全で，鰓
蓋上方から始まり，体背縁と平行に尾鰭基底にか
けてはいる．

色彩　生鮮時の色彩―鰓蓋後端に瞳孔よりも
小さい黒色斑がある．黒色斑よりも上方の体側は
一様に茶色．体側中央から体腹面にかけては一様
に銀白色．背鰭，腹鰭，および臀鰭の各棘と軟条
は淡い茶褐色を呈し，鰭膜は白色半透明．胸鰭と
尾鰭は一様に茶色．虹彩は銀色を呈し，瞳孔は濃
青色．

分布　南日本，韓国済州島，南シナ海北部，イ
ンドネシア・スマトラ島東岸，アラフラ海，およ
びオーストラリア北西岸から記録されている
（Yamanoue and Matsuura, 2004；波戸岡，2013）．
日本近海においては相模灘から日向灘にかけての
太平洋沿岸，鹿児島県枕崎市沖，大隅諸島黒島，
屋久島，宇治群島，および沖縄舟状海盆から記録
がある（Matsubara and Yamaguti, 1943; Kamohara, 

1964; 小 沢，1983; Yamanoue and Matsuura, 2004; 

Shinohara et al., 2001; Motomura et al., 2010；波戸
岡，2013，福井ほか，2015; Motomura and Hara-

zaki, 2017；本研究）．
備考　宇治群島産の標本は，下顎先端に左右

で 1対の小棘をそなえること，臀鰭基底が臀鰭
最長軟条（第 1軟条）よりも短いこと，体高が低
く，体長の 32.3%であること，胸鰭軟条数が 14

であること，側線有孔鱗数が 48であること，第
1 鰓弓下枝鰓耙数が 22 であることなどが，
Yamanoue and Matsuura (2004) や 波 戸 岡（2013）
によって報告された Malakichthys elegansの標徴
とよく一致したため，本種に同定された．また，
同標本の計数・計測値は Yamanoue and Matsuura 

(2004)によって示された M. elegansの値とよく一
致した．

Malakichthys elegansは駿河湾から得られた 10

個体に基づき Matsubara and Yamaguti (1943) に
よって記載された．ナガオオメハタは鹿児島県に
おいては薩摩半島南方から大隅諸島にかけて多く
記録されている．小沢（1983）は枕崎市沖から本

種が得られたことを報告した．大隅諸島における
記録としては，Motomura et al. (2010)とMotomura 

and Harazaki (2017)が屋久島近海から得られた本
種 1個体（USNM 117989，体長 100.3 mm）を報
告したものと，福井ほか（2015）が黒島近海から
得られた本種 4 個体（KAUM–I. 55330, 55750, 

55751, 55772）を報告したものがある．

Thamnaconus tessellatus (Günther, 1880)

ゴイシウマヅラハギ　（Fig. 3）

標本　KAUM–I. 85316，体長 269.6 mm，鹿児
島県宇治群島北方（31°13′N, 129°27′E），水深 138 

m，2015年 12月 9日，釣り，小林憲史．
記載　背鰭条数 II, 33；臀鰭条数 31；胸鰭軟条

数 13．
体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高

31.8；第 2背鰭起部から臀鰭起部までの距離
32.9；体幅 11.8；頭長 29.4；吻長 24.7；吻端から
第 1背鰭起部までの距離 31.4；吻端から臀鰭起部
までの距離 62.3；吻端から腹鰭後端までの距離
56.9；第 2背鰭基底長 34.1；臀鰭基底長 29.1；鰓
孔長 8.6；眼径 8.7；眼隔域幅 8.4；第 1背鰭棘長
24.3；背鰭最長軟条（第 8軟条）長 11.2；臀鰭最
長軟条（第 8軟条）長 10.6；胸鰭長 11.0；背鰭 1

棘基底後端から第 2背鰭起部までの長さ 24.8；尾
鰭長 19.5；尾柄高 8.1；尾柄長 13.1．
体は前後方向に長い卵型で強く側扁する．体

背縁は吻端から第 1背鰭起部にかけて緩やかに上
昇し，そこから第 2背鰭起部にかけては体軸とほ
ぼ平行となり，第 2背鰭起部から尾鰭基底上端に
かけて下降する．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部
にかけて下降し，そこから臀鰭起部にかけて急激
に上昇する．臀鰭起部から尾鰭基底下端にかけて
の体腹縁は緩やかに上昇する．第 1背鰭起部は瞳
孔中央直上に位置する．第 2背鰭起部は臀鰭起部
よりもわずかに前方，第 2背鰭基底後端は臀鰭基
底後端直上にそれぞれ位置する．第 2背鰭の背縁
は起部から第 8軟条後端にかけて上昇し，そこか
ら緩やかに下降する．胸鰭基底の上端と下端はい
ずれも眼の中央よりも後方に位置する．胸鰭後縁
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は丸みを帯びる．胸鰭基底上端は口よりも上方に
位置する．腰骨後端には左右 2対の鱗からなる鞘
状鱗を有し，その関節部は可動．臀鰭起部は第 2

背鰭第 6軟条起部直下に位置する．臀鰭の復縁は
起部から第 7軟条後端にかけて下降し，そこから
緩やかに上昇する．尾鰭は円形に近く，後縁中央
部は後方へ膨出する．肛門は正円形を呈し，臀鰭
起部の前方に位置する．鰓孔は裂孔状を呈し，そ
の後端は眼の中央より後方に位置し，先端は眼の
先端よりも後方に位置する．眼および瞳孔はとも
に正円形．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互いに
近接し，眼の前縁前方に位置する．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に黄色がかっ
た灰白色を呈し，体側上部はやや茶色がかる．体
側には瞳孔よりも小さい，多数の焦げ茶色の斑点
が密にある．体腹面には目立った模様がない．背
鰭と腹鰭の棘は一様に灰褐色．胸鰭，背鰭，およ
び臀鰭の各軟条は黄褐色を呈し，鰭膜は白色．尾
鰭は一様に黄色がかった灰色を呈し，目立った模
様がない．虹彩は銀色を呈し，瞳孔は青みがかっ
た黒色．

分布　日本，韓国・済州島，中国広東省，海
南島，マレーシア，フィリピン，インドネシア南
西部，オーストラリア北西岸，北東岸，および

ニューカレドニアから記録されている（Hutchins, 

2001; Peristywady, 2008；林・萩原，2013; Matsu-

ura, 2017; Park et al., 2017）．日本国内においては
小笠原諸島，相模灘，土佐湾，鹿児島湾，および
東シナ海大陸斜面上部から記録されており（林・
萩原，2013；岩坪，2017），本研究により，宇治
群島における分布も確認された．

備考　宇治群島産の標本は，体が灰色を呈し，
多数の焦げ茶色の斑点が密にあること，尾鰭は一
様に黄色がかった灰色を呈し，目立った模様がな
いこと，臀鰭軟条数が 33であること，鰓孔が眼
の前半部下方に位置すること，腰骨後端に左右 2

対の鱗からなる鞘状鱗を有し，その関節部が可動
であること，および体の後半部に小棘を欠くこと
などが林・萩原（2013）によって報告されたゴイ
シウマヅラハギの標徴と一致したため，本種と同
定された．
ゴイシウマヅラハギの鹿児島県における分布

記録は極めて少なく，岩坪（2017）が鹿児島湾か
ら得られた 1個体（KAUM–I. 29245，体長 43.5 

mm）を報告したもののみに限られる．したがっ
て，本研究の記載標本はゴイシウマヅラハギの鹿
児島県における 2例目の記録となる．

Fig. 3. Fresh specimen of Thamnaconus tessellatus. KAUM–I. 83516, 269.6 mm standard length, Uji Islands, Kagoshima Prefecture, southern 
Japan.
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